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Scale of Thinking about the Future -Cognitive aspect Version: CASTF-C）」，「自分の将来について考えることの








The aim of this study was to develop and verify the reliability and validity of two scales: the Cognitive 
Appraisal Scale of Thinking about the Future-Cognitive aspect version: CASTF-C and the Cognitive Appraisal 
Scale of Thinking about the Future-Emotional aspect version: CASTF-A. A questionnaire survey was conducted 
among 343 college. Factor analysis revealed that CASTF-C comprised a total of 24 items and two factors: 
challenging cognition and threatening cognition. CASTF-A, on the other hand, comprised a total of 12 items 
and three factors: challenging emotion and threatening emotion. The results also revealed that both scales had 
robust reliability and validity.
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Scale of Thinking about the Future -Cognitive aspect Version: 
CASTF-C）」，ならびに「自分の将来について考えることの認
知的評価尺度―感情的側面版―（Cognitive Appraisal Scale 






















































































































































Table １ CASTF-Cの因子分析の結果（Promax回転後, N=343）
No F1 F2 M SD
F1 脅威的認知
19 自分自身を疲れさせるものになると思う。 .84 .02 4.09（1.26）
15 自分にとってつらい，苦痛なことになると思う。 .83 .05 3.91（1.31）
17 自分にとって避けたいものになると思う。 .77 -.03 3.60（1.39）
7 自分の余裕を奪うものになると思う。 .75 .04 4.14（1.17）
3 自分にとって重荷や負担になると思う。 .75 .01 3.93（1.20）
5 自分にとって面倒なことになると思う。 .75 -.11 3.47（1.30）
11 自分自身をネガティブにさせるものになると思う。 .75 -.01 3.70（1.32）
21 自分の自由な時間を奪うものになると思う。 .73 .05 4.03（1.25）
23 自分の活動を制限するものになると思う。 .72 .00 3.82（1.22）
9 自分の生活に支障をきたすものになると思う。 .71 -.09 3.16（1.26）
13 自分の自己評価を低めるものになると思う。 .59 -.00 3.03（1.20）
1 自分自身を不安定にさせるものになると思う。 .59 .07 3.72（1.41）
F2 挑戦的認知
16 自分の新たな一面を発見する機会になると思う。 -.10 .83 4.39（1.06）
18 これまでの自分にはない知識を身につける機会になると思う。 .03 .81 4.47（1.09）
6 自分の個性をみがく機会になると思う。 -.04 .79 4.22（1.10）
12 これまでの自分にはない能力を身につける機会になると思う。 -.06 .74 4.10（1.10）
14 自分とはどんな人間かを明確にする機会になると思う。 .07 .73 4.59（1.05）
22 自分の価値観や人生観を見直す機会になると思う。 .02 .71 4.60（1.01）
20 自分の短所，欠点を改善する機会になると思う。 .13 .69 4.45（1.04）
8 新鮮な刺激を得ることができる機会になると思う。 -.04 .69 4.31（1.11）
24 精神的な強さを身につける機会になると思う。 .08 .68 4.57（1.11）
10 ありのままの自分自身を受け入れるための機会になると思う。 -.04 .68 4.08（1.12）
4 これまでの生き方を見直す機会になると思う。 .12 .63 4.56（1.08）







































































t 値 dn=70 n=176
M SD M SD
CASTF-C 脅威的認知 3.47 （0.96） 3.96 （0.94） 3.68 *** 0.52挑戦的認知 4.57 （0.68） 4.32 （0.78） -2.39 * 0.34




No 項目 F1 F2 M SD
F1 挑戦感情
10 情熱がある .86 .07 2.90 （1.09）
8 意欲がある .81 .05 3.40 （1.06）
2 燃えている .75 .08 2.79 （1.08）
6 希望を持っている .72 -.10 3.01 （1.13）
17 ワクワクしている .68 -.13 2.56 （1.21）
14 勇気が出てくる .64 -.00 2.05 （1.04）
F2 脅威感情
7 不安だ -.01 .80 4.10 （1.10）
15 びくびくしている -.03 .76 2.97 （1.37）
1 心配だ -.03 .75 4.08 （1.04）
4 恐ろしい -.01 .74 3.02 （1.37）
12 気がかりだ .04 .71 3.49 （1.28）




領域 下位尺度 M SD α 歪度 尖度 ① ② ③ ④
CASTF-C
①脅威的認知 3.72（0.97） .93 -0.10 0.00 .09 .58 -.26 
n s ＊＊＊ ＊＊＊
②挑戦的認知 4.35（0.80） .92 -1.10 2.77 .10 .45 
＊ ＊＊＊
CASTF-A
③脅威感情 3.43（0.98） .88 -0.22 -0.82 -.08 
n s
④挑戦感情 2.78（0.88） .88 0.15 -0.43
ハーディネス
チャレンジ 3.07（0.53） .76 -.18 .25 -.11 .36
＊＊ ＊＊＊ ＊ ＊＊＊
コントロール 2.69（0.65） .83 -.20 .23 -.11 .38
＊＊＊ ＊＊＊ ＊ ＊＊＊
コミットメント 2.86（0.55） .61 -.19 .09 -.10 .13
＊＊＊ n s ＊ ＊
職業忌避的傾向 2.81（0.70） .81 .56 -.20 .19 -.39
＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊ ＊＊＊















































































領域 下位尺度 学年 n M SD F値 η2 多重比較
CASTF-C
脅威的認知
1年 19 3.18 （0.76）
1.28 n.s.2年 78 3.56 （0.89） 0.02 
3年 70 3.47 （0.96）
挑戦的認知
1年 19 4.31 （0.48）
4.00 * 3年＞2年2年 78 4.28 （0.88） 0.05 
3年 70 4.57 （0.68）
CASTF-A
脅威感情
1年 19 2.98 （0.91）
0.67 n.s.2年 78 3.26 （0.94） 0.01 
3年 70 3.16 （1.01）
挑戦感情
1年 19 2.53 （0.82）
9.18 *** 3年＞1年3年＞2年2年 78 2.68 （0.85） 0.10 





t 値 dn=211 n=132
M SD M SD
CASTF-C 脅威的認知 3.59 （0.96） 3.95 （0.91） -3.47 ** 0.38挑戦的認知 4.45 （0.68） 4.20 （0.89） 2.77 ** 0.33
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